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新型コロナウイルスの脅威 

皆さんが周知の通り、2019 年 12 月以降に中国の武漢市を中心に発生した新型コ

ロナウイルス（COVID-19）が短期間で全世界へ爆発的に広がり震撼させていま

す。連日、テレビなどで報道されておりますが、感染者は世界各国・地域に広が

り、死者も増え続けており、今回の大恐慌には他ならぬ恐怖を感じております。日

本国内でも多くの感染者と命を落とされた方たちがいます。 

そんな最中、オリンピックが来年 2021 年の夏に延期、プロスポーツの開幕試合や

演劇などの延期や中止、お笑い界のスパースター志村けんさんの死去など、信じがた

い出来事や事件が起きております。小学生の頃、毎週土曜日の夜 8 時の『加トチャ

ンケンちゃんごきげん TV』が好きな番組のひとつでした。加藤茶さんとのコントで

の掛け合いが絶妙であり、さらに一般視聴者からのホームビデオ紹介は面白すぎて

腹を抱えて笑いました。好きすぎて、PC エンジンのゲームを買ってもらった覚えが

あります。志村けんさん、ありがとうございました。合掌 

新型コロナウイルスは中国で発生したと考えられていますが、イタリアを中心とし

たヨーロッパに流行の中心が移り、死者数は他国が発生源とされている中国を上回

っているのが現状です。現在のところ、感染経路、治療法など明確には解明されて

いない部分が多々あるそうです。そのため、世界中の研究機関が新型コロナウイル

スの解明に向けてさまざまな調査・研究を急ピッチで進めているのが現状ですが、

一刻も早く薬を発明していだき、終息を迎えていただきたいと切に願います。 

http://www.kushima-ortho.com/


当院が所属する 

大阪府歯科医師会院

内にも掲示しており

ますので、ご覧くだ

さい。 

 

 

 

 

岡 由佳先生が常勤になりました。 

3 月半ばから常勤となりました岡 由佳です。数年前からくし

ま矯正歯科にはお世話になっており、この度のご縁を大変嬉

しく有難く感じております。 

実は私の母親も矯正医で（久島文和先生の後輩にあたります）、

家でも矯正治療について議論する毎日です。早く患者様の皆

様にお顔を覚えて親しんでいただけるようになりたいです。

よろしくお願い致します。 

 

新メンバー DA 中田菜緒さん 

4 月から受付、歯科助手として入社致します、中田菜緒と申

します。 

私自身、矯正治療を受けていた経験があるので、痛みや辛さ

がとてもわかります。 

この経験を活かし、患者様の気持ちを理解し寄り添ったサポ

ートができるよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお

願い致します。 



スタッフ便り 

 

 先日、大好きなサッカー観戦に行ってきま

した！試合は大盛り上がりでスタジアムも熱

気に包まれていて、とても楽しかったです！

毎年、数試合は観戦に行くのですが、今年は

ウイルスの感染拡大を防ぐために試合の延期

が続いており、残念です。早く落ち着いて日

本中が活気を取り戻して欲しいですね！！ 

また、僕は日々、今の医療がより発展するように大学で研究も行っています。勤務す

る大学病院には様々な疾患を持った患者様も多く来院されます。その中の一つに口

唇口蓋裂という症候群があります。口唇口蓋裂の原因はまだ完全に解明されておら

ず、原因究明からより良い治療法が見つかるように日々研究を行っております。一人

でも多くの患者様を幸せにできるように頑張っています！（吉田尚起） 

 

 

先日、食生活についてお話を聞く機会がありましたので、一部ご紹介します。 

最近は若年～中年世代に“新型栄養失調”がみられるそうです。摂取カロリーは足り

ていても、たんぱく質やミネラルなどの栄養が不足している状態のことです。 

特に身体を作るのに大切になるのがたんぱく質です。大人の１日摂取量の基準とし

て、体重１㎏あたり 0.8g が必要です。つまり体重 50 ㎏の人は１日あたり 40g が

目安になります。 

ちなみに鶏肉🐓100g に含まれるたんぱく質は約 23ｇ、たまご🥚１個には約 6.4

ｇ含まれるそうです。食品の重さに比べて、思ったよりも少ない印象を受けまし

た。 

特に麺類中心の食事のときは、たんぱく質の摂取量が不足しやすいようです。 

ぜひ一度ご自身の食生活を見直してみてはいかがでしょうか。(村田比呂) 

 


